
ともに
挑戦 と

もに感動 とも
に笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と
想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年12月1日現在

人　口　12,866人（△50）　男　6,166人（△27）

世　帯　 5,570戸（△14）　女　6,700人（△23）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。
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火災・救急
テレホンガイド

  材　料   作り方
①白菜は横方向に２ｃｍ幅に切る。玉ねぎは薄く切る。
②鍋に多めのオリーブ油を熱し、玉ねぎ
をよく炒め、小麦粉を加え弱火で約１
分炒めたら、白菜を加えて軽く炒め
る。
③②へ約２００㏄の水とコンソメの素を加
え、約１５分煮る。冷たい牛乳を加えて
粗熱をとり、ミキサーにかける。
④③を再び鍋に入れて温め、生クリーム
を加える。お好みでクルトンとパセリ
をのせる。

白菜のクリームスープ（２人分）

白菜………………………………………… 200g
玉ねぎ…………………………………… 1/4個
コンソメの素……………………………… １/２個
小麦粉…………………………………… 大さじ１
牛乳………………………………………… 75cc
生クリーム…………………………… 25～50cc
オリーブ油、塩コショウ……………………… 少々
クルトン…………………………………… 適量
パセリ……………………………………… 適量

料理名

　秋晴れの一日、御北幼稚園の園外保育に同行しました。可愛いリュックを背負った園児たちとバスで出
発。窓外を眺めながら元気な歌声に心もはずみ、いっしょに歌いました。
　目的地の国立吉備青少年自然の家に着くと、職員の村上さんの案
内で歩き、秋をいっぱい見つけました。どんぐりも松ぼっくりも大
小さまざま。椿の実、ハート形の葉、きれいに色づいた葉、大きな
葉っぱ、きのこなど、みんな袋の中がいっぱいになりました。
　やっとたどり着いた鳴滝湖のほとりで、お母さんの愛情たっぷり
のお弁当を広げて、みんなおいしそうにきれいにたいらげました。
　本当に童心に返った楽しい一日でした。
　園に帰ってみんなどんなステキな絵や工作ができたかな！

愛育委員会　活動報告（豊岡支部）

エネルギー：123kcal　たんぱく質：2.9ｇ　カルシウム：97mg　食塩：0.8ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊鍋に飽きてきたら、ちょっと趣向を変えて白菜たっぷりスープはいかがでしょうか。
　食感を楽しみたいのであれば、ミキサーにかけなくても美味しくいただけます。
★白菜の栄養
　ほとんどが水分ですが、芯のあたりにはビタミンＣやカルシウムが含まれています。
　鍋の定番で身体も温まるため中国では風邪の予防薬として利用されているようです。

上竹栄養委員からのおすすめ野菜料理 今月の旬の野菜
白菜

白菜…………………………………………200
大根中………………………………………半分
大根中………………………………………半分
片栗粉………………………………………適量
揚げ油………………………………………適量
大根中………………………………………半分
大根中………………………………………半分
片栗粉………………………………………適量
揚げ油………………………………………適量
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青
空
の
下
で
も
ち
つ
き 

楽
し
い
な
！

【円城幼稚園もちつき会】

主な記事

・P02～2013年　新春のごあいさつ
・P04～まちの話題
・P12～役場からのお知らせ
・P17～インフォメーション　など



2広報きびちゅうおう  2013. １月号3 広報きびちゅうおう  2013. １月号

　
　
　

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
く
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

町
政
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
10
月
24
日
に
新
町
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
が
、
吉
備
中
央
町
に
と
っ
て
誠
に
重
要
な

時
期
に
そ
の
舵
取
り
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
重

責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
誠
心
誠
意
町
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
昨
年
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
、
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
収
束
、
放
射
能
の
除
染
な
ど
早
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
な
か
な
か
遅
々
と
し
て
進

ま
ず
、
ま
た
、
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
尖
閣
諸
島
や

竹
島
な
ど
隣
国
と
の
領
有
問
題
が
過
熱
し
、
経
済
活

動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
緩
や
か
な
回
復
か
ら
下

方
へ
の
局
面
変
化
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
ン

ド
ン
で
開
催
さ
れ
、
日
本
選
手
団
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ

シ
ュ
に
沸
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
我
が
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
引
く
景
気

の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
著
し
い
人
口
の
減

　
　
　

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

気
持
ち
を
新
た
に
す
る
初
春
を
ご
健
勝
に 

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
10
月
29
日
、
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
出
口
の
見
え
な
い
不

況
の
中
で
雇
用
状
況
は
依
然
厳
し
く
、
格
差
は
さ
ら

に
拡
が
る
傾
向
に
あ
り
、
加
え
て
消
費
税
引
き
上
げ

が
決
ま
り
生
活
へ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
は
２
年
近
く
経
っ
て
も
遅
々
と
し
て

お
り
、
不
適
切
な
予
算
執
行
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
は
、
健
康
、
環
境
、
農
業
、
漁
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
復
興
の
足
か
せ
と
な
り
、
長
期
に
深
刻
な
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
の
人
口
は
70
億
人
を
超
え
、
地
球
規

模
で
の
気
象
変
動
が
食
糧
問
題
に
も
深
刻
な
影
を
落

と
し
始
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
で
も
、
人
口
減

少
、
高
齢
化
、
少
子
化
が
進
み
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
、
採
算
、
後
継
者
問
題
な
ど
一
朝
一
夕
に
は

解
決
で
き
な
い
難
題
に
直
面
し
て
お
り
、
荒
れ
た
農

地
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
は
加
入
者
に
大
き
な
負
担
を

お
願
い
し
て
も
な
お
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
公
共
の
足
の
確
保
、
産
業
振
興
、
吉
備
高
原
都

市
の
再
活
性
化
、
学
校
教
育
、
女
性
の
社
会
参
画
な

ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、
地
方
の
こ
と

少
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
７
月
の
豪
雨
で
は
人
的
被
害

は
無
か
っ
た
も
の
の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

防
災
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
早
期
の
復
旧
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、本
年
の
大
き
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

何
と
言
い
ま
し
て
も
新
設
中
学
校
の
整
備
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
修
工
事
の
設

計
も
完
了
し
、
校
名
も
「
加
賀
中
学
校
」
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
町
の
宝
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
部
活
動
な
ど
の
選
択
肢
も
増

え
切
磋
琢
磨
し
、
明
る
く
学
べ
る
教
育
環
境
に
す
る

よ
う
弛
む
こ
と
な
く
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
と
し
て
の
根
幹
を
揺
る
が
す
人
口

の
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に
も
、
雇
用
の
創

出
と
し
て
企
業
誘
致
や
新
規
定
住
者
の
促
進
等
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

多
く
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
方

と
共
に
考
え
協
力
し
合
い
、
明
る
く
元
気
な
町
を
つ

く
る
た
め
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
今
年
一
年
が
吉
備
中
央
町
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

は
地
方
で
決
め
る
地
方
自
治
、
地
方
主
権
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
議
会
の
役
割
は
格
段
に
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
議
員
各
々
の
研
鑽
は
も
と
よ
り
、
議
会
全

体
の
向
上
が
不
可
欠
の
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議

会
は
声
な
き
声
に
も
耳
を
澄
ま
せ
、
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
政
策
決
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
開
か
れ
た
、
風
通
し
の

良
い
議
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
町
民
皆
さ
ん
の
負
託

と
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
丸
と

な
っ
て
議
会
改
革
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

さ
て
現
在
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
て
新
設
中
学

校
開
校
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
教
育
環

境
を
整
え
、
産
業
振
興
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
企
業
誘
致
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
6
次
産
業
化
の
推
進
が
鍵

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
吉
備

中
央
町
は
全
国
有
数
の
安
全
で
自
然
豊
か
な
町
と
の

声
が
拡
が
っ
て
お
り
、
転
入
や
問
い
合
わ
せ
も
増
え

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
癸み
ず
の
と
み巳
。「
巳
」
は
へ
び
で
暗
い
印

象
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
原
字
は
お
腹
の
中
で
頭
と
体
が
で
き
か
け
た
胎

児
を
描
い
た
象
形
文
字
。
つ
ま
り
「
巳
」
は
新
し
い

生
命
が
芽
ば
え
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

町
の
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、
不
十
分
を
補
い
、

希
望
の
町
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
ご
健
勝
で
ご
多
幸
の

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉備中央町

町　長　山本　雅則
吉備中央町議会

議　長　山崎　　誠

新新

2013年

新春のごあいさつ
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厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

「
吉
田
牧
場
」の
吉
田
原
野
さ
ん

�

オ
カ
ヤ
マ
ア
ワ
ー
ド
大
賞

　

10
月
20
日
、
岡
山
県
内
の
各
業
界
関
係
者
か
ら
選
ば
れ
た

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
顕
彰
す
る
「
オ
カ
ヤ
マ
ア
ワ
ー
ド
」

の
授
賞
式
が
岡
山
武
道
館
で
開
か
れ
、
自
家
製
チ
ー
ズ
の
製

造
・
販
売
を
さ
れ
て
い
る
「
吉
田
牧
場
」
の
吉よ

し

田だ

原げ
ん

野や

さ
ん

（
上
田
東
）
が
「
ベ
ス
ト 

オ
ブ 

ザ 

イ
ヤ
ー
２
０
１
２
」
大

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
オ
カ
ヤ
マ
ア
ワ
ー
ド
」
は
、岡
山
の
活
性
化
を
目
的
に
、

地
元
経
済
界
の
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
１
０
年
に
創

設
。
同
業
者
が
選
ぶ「
部
門
賞
」と
選
考
委
員
会
が
選
ぶ「
特

別
賞
」
が
あ
り
、
特
別
賞
「
地
産
品
生
産
者
賞
」
を
受
賞
さ

れ
て
い
た
吉
田
さ
ん
は
、
各
賞
に
選
ば
れ
た
33
人
の
中
か
ら

の
大
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
吉
田
牧
場
」
は
１
９
８
４
年
、
ご
両
親
が
チ
ー
ズ
を
作

る
た
め
に
開
業
。
吉
田
さ
ん
は
２
０
０
５
年
の
大
学
卒
業
後

か
ら
参
加
し
、
２
０
０
７
年
に
は
チ
ー
ズ
の
本
場
フ
ラ
ン
ス

で
チ
ー
ズ
作
り
を
学
び
ま
し
た
。
こ
だ
わ
り
の
品
質
管
理
と

製
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
チ
ー
ズ
は
、
全
国
の
有
名
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
か
ら
注
文
が
相
次
ぐ
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
す
。

　

吉
田
さ
ん
は「
た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
そ
の
発
展
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
「
老
人

ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰
」
を
土ど

居い

正ま
さ

司し

さ
ん
（
和
田
）
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
居
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
４
月
に
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
副
会

長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
5
年
に
旧
加
茂
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
町
老
連
だ
よ
り
の

発
行
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
、
連
合
会
役
員

へ
女
性
枠
を
設
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
新
し
い
活
動
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
10
月
の
町
合
併
の
時
に
は
、
吉
備
中
央
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立
に
貢
献
さ
れ
、
現
在
も
吉
備
中
央
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員
を
務

め
ら
れ
る
な
ど
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
26
日
、
吉
備
中
央
町
教
育
研
修
所
主
催
に
よ
る
教
育

研
究
発
表
会
が
下
竹
荘
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
町
内
教
職
員
の
教
育
力
の
向
上
や
連
携
、
情

報
共
有
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
同
研
修
所
か
ら
指
定
を

受
け
た
園
や
学
校
が
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
授
業
な
ど
を
通
し

て
教
育
研
究
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
発
表
し
た
下
竹
荘
小
学
校
は
、
平
成
23
年
度
に
同
研

修
所
と
岡
山
県
へ
き
地
・
複
式
教
育
研
究
連
盟
か
ら
研
究
指

定
を
受
け
「
自
分
の
も
て
る
力
を
発
揮
し
て
、
主
体
的
に
学

ぶ
児
童
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
特
性

に
応
じ
た
授
業
改
善
や
教
材
研
究
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
な

ど
に
取
り
組
み
、
２
年
か
け
て
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
を
は
じ
め

県
内
の
同
研
究
連
盟
加
入
校
の
教
職
員
な
ど
１
４
１
名
が
参

加
。公
開
授
業
の
参
観
や
研
究
内
容
の
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、

課
題
ご
と
の
会
議
で
、
授
業
や
発
表
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
、
教
育
研
究
を
深
め
ま
し
た
。

吉備中央町図画展開催
　吉備中央町ＰＴＡ連合会主催（共催：吉備中央町教育研修所）による吉備中央町図画展が行われました。
　図画展は、児童生徒の造形的な表現や鑑賞の活動を通して豊かな感性や情操を養うため、町内の小・中学
生から作品を募集したもので、735点の出品がありました。
　10月30日、吉備中央町教育研修所の図画工作・美術部員により審査が行われ、特選２点、準特選７点、佳
作17点、入選148点が選ばれました。
　特選の２点は、岡山県児童生徒絵画展（主催：山陽新聞社等）に推薦され、そのうち古好由さん（吉備高
原小２年）の作品は、特別賞（県知事賞）を受賞されました。
　なお、吉備中央町図画展の主な優秀作品は、次のとおりです。（敬称略）

【特　選】

【準特選】

【準特選】

古
こ

好
よし

　　由
ゆい
（吉備高原小２年）

「せかいで１ぴきだけの魚とあそんだよ」
松
まつ

原
ばら

　雄
ゆう

太
た
（加茂川中２年）

「僕の好きな風景」

三
み

宅
やけ

　千
ち

尋
ひろ
（吉川小６年）

「自然の景色と輝く花」

妹
せの

尾
お

　瑞
みず

紀
き
（吉川中３年）

「庭のある風景」

森
もり

尾
お

きらら（上竹荘小１年）
「牛となかよし」

富
とみ

山
やま

　　杏
あんず
（上竹荘小６年）

「上竹荘小学校」

木
きばやし

林　璃
り

久
く
（吉備高原小３年）
「ひまわり」

早
はや

川
かわ

　明
あ

来
き
（上竹荘小４年）

　　「空をとぶりゅう　物語の世界
～まゆとりゅう～」　　

森
もり

安
やす

愛
あ

弥
や

瞳
め
（吉備高原小１年）

「世界にいっぴきの魚とあそんだよ」

下
竹
荘
小
学
校
が

�

教
育
研
究
の
成
果
を
発
表
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第
１
回
教
育
長
杯

�

グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
大
会

国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
が

�

開
所
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

10
月
27
日
、
備
前
市
総
合
運
動
公
園
で
第
27
回
岡
山
ブ

ロ
ッ
ク
（
東
部
）
地
区
学
童
陸
上
運
動
記
録
会
・
研
修
会
（
主

催
：
岡
山
県
教
育
委
員
会
等
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
部
）
地
区
は
備
前
・
赤
磐
・
瀬
戸
内

市
と
和
気
・
吉
備
中
央
町
の
小
学
校
が
対
象
で
、
ト
ラ
ッ
ク

種
目
の
１
０
０
㍍
走
・
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
種
目

の
走
高
跳
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
会
へ
の
出
場
は
、
同
地
区
で
設
定
さ
れ
た
標
準
記
録

の
突
破
が
条
件
。
51
小
学
校
５
１
７
人
の
児
童
が
出
場
す
る

な
か
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
も
全
６
種
目
に
男
女
48
人
が
出

場
し
、
入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走
】

６
年
男
子　

森も
り

尾お　

光ひ
か
る陽（
上
竹
荘
）　

第
２
位　

９
秒
８

【
１
０
０
㍍
走
】　

６
年
男
子　

森も
り

尾お　

光ひ
か
る陽（

上
竹
荘
）　

第
３
位　

13
秒
８

　
　
　
　
　

片か
た

山や
ま　

　

篤あ
つ
し（

津
賀
）　　

第
５
位　

14
秒
１

【
走
り
高
跳
び
】

６
年
女
子　

小お

倉ぐ
ら　

莉り

彩さ（
大
和
）　　

第
２
位　

１
㍍
18

６
年
男
子　

早は
や

川か
わ　

竜た
つ

生き（
上
竹
荘
）　

第
３
位　

１
㍍
27

　
　
　
　
　

藤ふ
じ

森も
り　

亜あ

輝き（
豊
野
）　　
　

〃　
　
　

〃

【
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

男
子
（
上
竹
荘
）

　
　
　
　

第
６
位　

57
秒
３

　
［
メ
ン
バ
ー
］

　
　

塚つ
か

田だ　

和か
づ

生お

　
　

早は
や

川か
わ　

竜た
つ

生き

　
　

竹た
け

竝な
み　

直な
お

哉や

　
　

森も
り

尾お　

光ひ
か
る陽

　

11
月
２
日
、
吉
備
中
央
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
第
１

回
教
育
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
か
も
が
わ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
備
中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
毎
年
、
春
と
秋
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
秋

季
大
会
を
教
育
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
命
名
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
31
老
人
ク
ラ
ブ

１
８
８
名
の
選
手
が
、
10
～
13
人
の
組
に
分
か
れ
、
８
ホ
ー

ル
を
２
ラ
ウ
ン
ド
し
て
合
計
打
数
を
競
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
和
や
か
に
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

11
月
２
日
、
開
所
30
周
年
を
迎

え
た
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家

が
記
念
式
典
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
の
家
は
、
昭
和
57
年
４
月

に
設
置
さ
れ
、
延
べ
２
９
０
万
人

を
超
え
る
利
用
者
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
体
験
活
動
を
提
供
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小こ

ば
や
し林

道み
ち

正ま
さ

所
長
が
「
こ
れ
を
期
に
、
職
員
一

同
心
を
新
た
に
し
、
青
少
年
教
育
の
施
設
と
し
て
の
役
割
や

期
待
に
応
え
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
ま
い
進
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
吉
川
地
域
文

化
伝
承
教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
祭
り
囃
子
を
披
露
し
、
会
場

内
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
業
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
、
最
後
に
30
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
自
然
の
家
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
ん
ち
ゃ
っ
こ
ウ
ー
リ
ー
」

の
着
ぐ
る
み
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
着
ぐ
る
み
は
、
開
所
20
周
年
の
際
、
吉
備
高
原
学
園

高
等
学
校
が
食
堂
の
壁
画
を
描
い
た
こ
と
か
ら
、
同
校
に
制

作
を
依
頼
。
美
術
部
の
生
徒
を
中
心
に
、
８
月
中
旬
か
ら
デ

ザ
イ
ン
や
立
体
造
形
、
縫
製
を
手
掛

け
、
最
後
は
生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

の
生
徒
や
教
職

員
な
ど
大
勢
の

協
力
を
得
な
が

ら
、
式
典
２
日

前
の
完
成
と

な
っ
た
そ
う
で

す
。

入
賞
を
目
指
し
て
！

　

11
月
３
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
宝
く
じ
文

化
公
演
が
開
催
さ
れ
、
明
治
大
学
教
授
の
齋さ

い

藤と
う

孝た
か
し

先
生
に
よ

る
「
人
間
関
係
を
作
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
～
夢
を
実

現
す
る
３
つ
の
チ
カ
ラ
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

齋
藤
先
生
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
情
報
７
ｄ
ａ
ｙ
ｓ 

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
」
や
「
教
科
書
に
の
せ
た
い
！
」

な
ど
多
く
の
番
組
に
出
演
さ
れ
て
お
り
、
多
数
の
著
書
の

中
で
も
「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
」
は
シ
リ
ー
ズ

２
６
０
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
新
聞
を
読
む
こ
と
で
社
会
性
や
実
用
的
な
日

本
語
が
身
に
付
く
こ
と
や
、
夢
を
形
に
す
る
に
は
使
命
感
・

志
を
持
つ
こ
と
、
受
難
を
情
熱
で
越
え
る
こ
と
、
気
持
ち
を

高
め
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
、
独
特
の
語
り
口
調
で
の
お
話
は
終

始
笑
い
が
絶
え
ず
、最
後
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア「
マ
ク
ベ
ス
」

の
一
部
を
参
加
者
と
交
互
に
朗
読
す
る
な
ど
、
楽
し
い
講
演

会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、「
第
７
回
『
お
か
や
ま
・
も
っ
た
い
な
い
』

晴
れ
の
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
下
竹
荘
小
学
校
児
童
会
が
、
県
内
で
自

主
的
か
つ
積
極
的
に
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
個
人
や
団

体
を
顕
彰
す
る「
環
境
お
か
や
ま
大
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

下
竹
荘
小
学
校
児
童
会
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
地
域
で
の

ご
み
拾
い
な
ど
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
13
年
度
以
降
は
、
毎
週
木
曜
日
に
登
校
し
な
が
ら
通
学

路
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
拾
う
「
ピ
カ

ピ
カ
下
竹
」
に
取
り
組
む
な
ど
、
継
続
し
て
地
域
の
環
境
美

化
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
「
環
境
美
化
推
進
部

門
」
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

山や
ま

本も
と

泰や
す

弘ひ
ろ

校
長
は
「
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
子
ど
も
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、

地
域
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
特
色
あ
る
教
育

活
動
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
10
日
、
岡
山
衛
生
会
館
で
行
わ
れ
た
第
50
回
岡
山
県

精
神
保
健
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
る
精
神
保
健

福
祉
活
動
の
功
労
に
対
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
会
（
吉
備
中
央

町
精
神
障
害
者
患
者
家
族
会
）
会
長
の
池い

け

田だ

輝て
る

義よ
し

さ
ん
（
豊

野
）
が
岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

順　位 氏　名 チーム名

優　勝 渡
わた

邊
なべ

　　登
のぼる

尾原第一

第 2 位 宮
みや

井
い

　　昇
のぼる

黒　土

第 3 位 清
きよ

原
はら

　　保
たもつ

上田西

第 4 位 山
やま

口
ぐち

　好
よし

子
こ

竹　部

第 5 位 遠
えん

藤
どう

　光
みつ

男
お

湯　山

第 6 位 佐
さ

々
さ

木
き

角
かく

朗
ろう

吉川北

第 7 位 植
うえ

田
だ

　住
すみ

枝
え

高　富

第 8 位 小
こばやし

林　義
よし

道
みち

尾原第一

第 9 位 笹
ささ

木
き

せつ子
こ

小　森

第10位 土
ど

井
い

二
ふ

六
み

敏
とし

井　原

【着ぐるみの制作風景】

宝
く
じ
文
化
公
演
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た　

下
竹
荘
小
学
校
の
児
童
が

�
地
域
を
き
れ
い
に
！

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長

�

表
彰
を
受
賞
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普
段
は
別
々
に
活
動
し
て
い
る
町
内
の
津
賀
・
御
北
・
吉

川
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
が
、団
員
や
リ
ー
ダ
ー
の
交
流
を
目
的
に
、

毎
年
１
回
、
吉
備
中
央
町
観
光
協
会
が
主
催
し
て
い
る
大
平

山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
大
平
山
ハ
イ
キ
ン
グ
は
11
月
11
日
に
行
わ
れ
、

リ
ー
ダ
ー
や
団
員
な
ど
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
、
山
頂
で
餅
つ
き
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
、バ
ー
ド
コ
ー
ル
で
鳥
の
鳴
き
声
を
ま
ね
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
互
い
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
交
換

し
て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、
中な

か

野の

進す
す
む

さ
ん
（
上
竹
）
が
、
団
体
の
活
動
を

通
じ
て
納
税
道
義
の
高
揚
に
功
績
の
あ
っ
た
方
を
顕
彰
す

る
、
税
務
署
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
衣
料
品
小
売
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
中
野
さ
ん
は
、

平
成
22
年
８
月
か
ら
岡
山
西
青
色
申
告
会
の
会
長
に
就
任
さ

れ
、
会
員
の
増
強
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
西
青
色
申
告
会
は
、
昭
和
55
年
８
月
に
設
立
さ
れ
、

会
員
数
が
１
，３
０
０
人
を
超
え
る
会
で
す
。

　

そ
の
後
も
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
岡
山
県
青
色
申
告
会
連

合
会
副
会
長
、
中
国
青
色
申
告
会
連
合
会
理
事
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
青
色
申
告
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
功
績
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
、
税
に
関
す
る
意

義
や
役
割
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
習
字
と
絵
は
が

き
を
募
集
し
、
そ
の
作
品
の
表
彰
式
が
11
月
13
日
に
下
竹
荘

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

習
字
は
、
町
内
９
小
学
校
３
～
６
年
生
の
児
童
か
ら

２
２
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
特
別
賞
８
点
を
表

彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
は
が
き
は
同
協
議
会
の
賛
助
会
員

で
あ
る
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会
が
、
小
学
５
・
６
年
生
の

児
童
を
対
象
に
募
集
。
町
内
７
小
学
校
か
ら
62
点
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
特
別
賞
１
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

［
税
に
関
す
る
小
学
生
の
習
字
］

【
課
題
】�

ぜ
い
（
３
学
年
）　

申
告
（
４
学
年
）

　
　
　
　

税
金
（
５
学
年
）　

財
政
（
６
学
年
）

○
吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会　

会
長
賞

　

久ひ
さ

成な
り　

千ち

晶あ
き

（
津
賀
小
６
年
）

○
吉
備
中
央
町
教
育
委
員
会　

教
育
長
賞

　

北き
た

川が
わ　

寛ひ
ろ

朗お

（
大
和
小
５
年
）

　

11
月
12
日
、
み
ん

な
で
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
協
議
会
（
代

表　

草く
さ

地ち

明あ
き

保や
す

さ

ん
）
が
、
救
命
救
急

講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
協
議
会
は
、
お

か
や
ま
元
気
！
集
落

に
登
録
し
集
落
機
能

の
再
編
と
強
化
を
目

的
に
、
集
落
を
越
え

た
旧
高
富
小
学
校
区

の
単
位
で
地
域
運
営

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
度
に
は
宝
く
じ
の
助
成

に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
車
い
す
な
ど
の
機
材
を
地
域
に
導
入
し
ま

し
た
。

　

講
習
会
は
、
小
森
・
高
富
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
自
主
防
災
部
の

呼
び
掛
け
に
よ
り
行
わ
れ
、
協
議
会
の
役
員
と
部
員
14
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
救
急
法
講
習

の
受
講
経
験
が
あ
る
自
主
防
災
部
部
長
の
草く

さ

地ち

之ゆ
き

治は
る

さ
ん

（
高
富
）
と
黒く

ろ

田だ

員か
ず
よ
ね米

さ
ん
（
小
森
）
を
中
心
と
し
た
部
員
。

参
加
者
は
心
肺
蘇
生
の
手
順
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
は
「
こ
の
辺
り
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

20
分
か
か
る
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
そ
の
間
に
で
き
る
こ

と
を
全
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。

町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
交
流
会

税
務
署
長
表
彰
を
受
賞

税
に
関
す
る
小
学
生
の
作
品
表
彰
式
～
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

自
慢
の
う
た
や
踊
り
を
披
露

�

～
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会
～

　

11
月
11
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
第
９
回

ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会
が
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会
実
行
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
１
０
０
組
を
超
え
る
方
々
が
、

カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
な
ど
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

○
岡
山
西
税
務
署　

署
長
賞

　

草く
さ

地ち　

晴は
る

香か

（
円
城
小
６
年
）

○
中
国
税
理
士
会
岡
山
西
支
部　

支
部
長
賞

　

上う
え

田だ　
　

愛め
ぐ
み

（
大
和
小
５
年
）

○
岡
山
西
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

会
長
賞

　

片か
た

山や
ま　

　

想こ
こ
ろ

（
御
北
小
４
年
）

○
岡
山
西
青
色
申
告
会　

会
長
賞

　

渡わ
た

邊な
べ　

希の
ぞ

美み

（
御
北
小
４
年
）

○
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会　

会
長
賞

　

中な
か

田だ　

香か
お
り
こ樹

（
津
賀
小
３
年
）

○
岡
山
西
間
税
会　

会
長
賞

　

草く
さ

地ち

な
つ
み
（
円
城
小
３
年
）

［
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
］

○
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会　

女
性
部
長
賞

　

田た

村む
ら　

美み

晴は
る

（
下
竹
荘
小
６
年
）
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11
月
13
日
、吉
川
公
民
館
（
館
長　

辻つ
じ

田た

明あ
き
ら

さ
ん
）
が
「
第

65
回
優
良
公
民
館
表
彰
」
を
文
部
科
学
大
臣
か
ら
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
全
国
の
公
民
館
の
う
ち
、
特
に
事
業
内
容
・

方
法
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
地
域
住
民
の
学
習
活
動
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
も
の
を
優
良
公
民
館
と
し
て
、
文
部
科
学

大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
後
の
公
民
館
活
動
の
充
実
・

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

吉
川
公
民
館
は
、
地
域
に
あ
る
神
社
等
の
文
化
財
を
中
心

に
活
発
な
伝
承
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
旦
に

行
わ
れ
る
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
準
備
段
階
か
ら
延
べ

１
０
０
人
を
超
え
る
吉
川
地
区
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

さ
れ
、
地
域
の
一
体
感
の
情
勢
や
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

と
し
て「
伝
統
文
化
継
承
事
業
」の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
山や

ま

本も
と

光み
つ

章あ
き

さ
ん
（
吉
川
）
が
「
平
成
24
年
度

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
」
を
文
部
科
学
大
臣
か
ら
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら
現
在
ま
で
、
10
年
余
り
の

多
年
に
わ
た
り
、国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
に
お
い
て「
わ

ら
細
工
」
や
「
竹
細
工
」
等
の
作
品
づ
く
り
や
伝
承
遊
び
の

研
修
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ
、
青
少
年
教
育
の
振
興
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
14
日
、
租
税
教
育
の
推
進

校
と
し
て
広
島
国
税
局
長
か
ら
豊

野
小
学
校（
板い

た

鼻は
な

一か
ず

祥よ
し

校
長
）に
、

岡
山
西
税
務
署
長
か
ら
上
竹
荘
小

学
校
（
赤あ

か

岸ぎ
し

隆た
か

一い
ち

校
長
）
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
租
税
教
育
の
推
進
に
尽
力
し
、

租
税
の
役
割
や
国
民
の
納
税
義
務

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
学
校
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

両
校
は
、
租
税
教
室
の
開
催
と
税
に
関
す
る
習
字
の
応
募

に
熱
心
に
取
り
組
み
、
豊
野
小
学
校
は
、
平
成
16
年
か
ら
租

税
教
室
を
８
年
連
続
開
催
し
、
平
成
23
年
度
の
習
字
の
出
品

割
合
が
10
割
で
し
た
。
ま
た
、
上
竹
荘
小
学
校
は
、
平
成
17

年
か
ら
租
税
教
室
を
７
年
連
続
開
催
し
、
平
成
23
年
度
の
習

字
の
出
品
割
合
が
約
７
割
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
岡
山
西
税
務
署
の
水み

戸と

晃あ
き
ら

署
長
が
両
校
に
来

校
さ
れ
、
校
長
先
生
と
児
童
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣

�

優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞

文
部
科
学
大
臣

�

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

租
税
教
育
の
推
進
が

�

評
価
さ
れ
ま
し
た　

第
15
回
せ
ん
た
ろ
う
杯

�

グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

　

11
月
15
日
、
か
も
が
わ
総

合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
第
15
回

せ
ん
た
ろ
う
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
が
吉

備
中
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
か
も
が
わ
会
（
会

長　

樋ひ

口ぐ
ち

久ひ
さ

郎お

さ
ん
）
の
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
町
を
は
じ
め

高
梁
市
、
真
庭
市
な
ど
近
隣

12
市
町
の
26
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
６
０
０
人
を
超
え
る
愛
好
者
が
参
加
。
土
と
芝
の
２

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
８
ホ
ー
ル
を
２
ラ
ウ
ン
ド
し
て
合
計
打

数
を
競
い
ま
し
た
。

　

時
折
、
雨
の
降
る
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
て
熱
い

プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
後
に
行
わ
れ
た

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
競
争
で
は
、
特
産
品
の
円
城
白
菜
２
０
０

個
が
入
賞
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
町
チ
ー
ム
の
上
位
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
：
順
位
、
氏
名
、
チ
ー
ム
名
、
打
数
の
順
）

【
芝
コ
ー
ス
】

　

第
６
位　

小こ

山や
ま　

輝て
る

也や　

加
茂
川
会　

43

　

第
７
位　

福ふ
く

島し
ま　

友と
も

義よ
し　

　

〃　
　

43

　

第
10
位　

小こ
ば
や
し林　

義よ
し

徳の
り　

　

〃　
　

44

　

第
11
位　

有う

根ね

元も
と

岩い
わ

男お　
　

〃　
　

45

【
土
コ
ー
ス
】

　

第
９
位　

古こ

谷や　

秋あ
き

子こ　

賀
陽
会　

35

　

第
13
位　

森も
り　
　

和か
ず

義よ
し　
　

〃　
　

36

　

第
24
位　

難な
ん

波ば　

忠た
だ

純ず
み　
　

〃　
　

37

　

大
和
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
（
11
月
６
日
～
８
日
）
と

竹
荘
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
（
11
月
14
日
～
15
日
）
が
、

町
内
の
事
業
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
で
も
、
川か

わ

野の

明あ

希き

子こ

さ
ん
（
大
和
中
）
と
河か
わ

原は
ら

愛ま
な

美み

さ
ん
（
竹
荘
中
）
が
、
施
設
清
掃
や
図
書
館
業
務
な
ど
を
体

験
さ
れ
、
企
画
課
で
も
広
報
紙
の
編
集
や
取
材
、
告
知
放
送

収
録
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

川
野
さ
ん
は
「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
仕
事
を
し

て
み
る
と
想
像
以
上
に
楽
し
く
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
漫
画
家
を
目
指
し
て
い
る
自
分
で
す
が
、
役

場
な
ど
に
も
視
野
を
広
げ
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」 

河
原
さ
ん
は
「
最
初
は
、
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
役
場
の
皆
さ
ん
の
明
る
く
優
し
い
笑
顔
や
分
か
り
や
す

い
仕
事
の
説
明
で
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
、
ま
だ
将
来
の
夢
な
ど
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
体
験
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
進
路
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
体
験
の
感
想
を
書
い
て
く
れ

ま
し
た
。

役
場
の
仕
事
を
体
験
！

河
原
愛
美
さ
ん

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
用
の
写
真
撮
影

の
様
子

川
野
明
希
子
さ
ん

告
知
放
送
収
録
の
様
子

定
住
奨
励
金
の
授
与
式
が

�

行
わ
れ
ま
し
た

　

11
月
19
日
、
役
場
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
定
住
奨
励
金
の

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、山
本
町
長
が「
吉
備
中
央
町
に
末
長
く
住
ん
で
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
感
謝
の
意
を
表
し
、

定
住
者
に
期
待
を
込
め
奨
励
金
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

草く
さ

地ち　

雅ま
さ

人と

さ
ん　

弘く

美み

子こ

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

内う
ち

田だ　

幹み
き

夫お

さ
ん
（
吉
川
）

　

中な
か

田だ　

圭け
い

一い
ち

さ
ん
（
湯
山
）

　

太お
お

田た　

勝か
つ

豊た
か

さ
ん
（
案
田
）

　

西に
し

崎ざ
き　

充み
つ

郎お

さ
ん
（
上
田
西
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

藤ふ
じ

森も
り　

和か
ず

正ま
さ

さ
ん
（
吉
川
）

●
就
業
奨
励
金

　

田た

中な
か　

直な
お

樹き

さ
ん
（
岨
谷
）

定住奨励金交付者数
（平成24年４月～平成24年11月末現在）
結婚祝金 　　　　４組
Ｉターン奨励金 ７世帯　17人
Ｕターン奨励金 ４世帯　11人
就業奨励金 　　　　４人
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 １月17日（木）午前９時～正午

会場 上竹荘公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談 行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
25
年
１
月
17
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

日
　
　
時

会
　
　
場

１
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

１
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

　

そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

副
町
長
・
各
行
政
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

10
月
29
日
に
行
わ
れ
た
平
成
24
年
第
５

回
吉
備
中
央
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
が
選
挙
に
よ

り
選
出
さ
れ
、教
育
委
員
会
委
員
が
任
命
、

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た
平

成
24
年
第
６
回
吉
備
中
央
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
、
副
町
長
と
監
査
委
員
（
識
見

委
員
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
副　
町　
長

　

任
期　

平
成
24
年
11
月
17
日
～

�

平
成
28
年
11
月
16
日

　

岡
田
　
　
清
（
尾
原
）

　
　
教
育
委
員
会
委
員

　

任
期　

平
成
24
年
10
月
30
日
～

�

平
成
28
年
10
月
29
日

　

難
波
　
貞
夫
（
田
土
）

　

小
川
　
智
子
（
竹
部
）

　
　
監
査
委
員

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

任
期　

平
成
24
年
10
月
29
日
～

�

平
成
28
年
10
月
23
日

　

日
名
　
義
人
（
美
原
）

監
査
委
員
（
識
見
委
員
）

　

任
期　

平
成
24
年
11
月
17
日
～

�

平
成
28
年
11
月
16
日

　

河
内
　
是
純
（
吉
川
）

　
　
選
挙
管
理
委
員

　

任
期　

平
成
24
年
10
月
29
日
～

�

平
成
28
年
10
月
28
日

委　
員

　

沼
本
　
惠
司
（
円
城
・
再
任
）

　

難
波
　
良
子
（
吉
川
・
再
任
）

　

浮
森
　
克
憲
（
豊
岡
下
・
再
任
）

　

込
山
　
宏
宣
（
上
竹
・
再
任
）

補
充
員

　

山
岡
　
節
夫
（
尾
原
・
再
任
）

　

時
信
　
強
志
（
加
茂
市
場
・
再
任
）

　

孝
本
　
澄
子
（
西
・
再
任
）

　

横
田
　
敏
夫
（
竹
荘
・
新
任
）

副町長２期目

教育委員２期目教育委員３期目

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

入 札 指 名 参 加 願 の 申 請 受 付
　下記のとおり、平成25年度入札指名参加願の申請受付を行います。
【提　 出 　先】　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野１番地２
　　　　　　　 　吉備中央町役場　総務課（賀陽庁舎）
【受 付 期 間】　平成25年1月4日～平成25年3月31日（必着）　（有効期間 H25.4.1～ H26.3.31）
【提 出 方 法】　郵送・持参どちらでも可
【書類の綴じ方】　Ａ４ファイル綴じ（背表紙に業者名明記のこと。色指定なし）
【申 請 書 類】　国土交通省統一様式に沿ったもの
　　　　　　　　※書類等に不備があると受付ができませんので、早期の提出にご協力ください。
　　　　　　　　※受付確認が必要な方は、受付票を同封してください。
　　　　　　　　　なお、受付票の郵送を希望される場合は、返信用封筒（切手貼付）を同封してください。

必　要　書　類　一　覧� 注意事項　△・・原本　○・・写し可

番号 申　　　請　　　書 建設工事 測量・設計
コンサルタント 物品・役務等 備　　　　　　　　考

1 入札参加資格審査申請書 △ △ △
2 建 設 業 許 可 証 明 書 ○
3 工 事 経 歴 書 ○ 直近の過去２年間分
4 営 業 所 一 覧 ○ ○ ○
5 経営事項審査結果通知書 ○

6 納 税 証 明 書
○ ○ ○ ①国税　法人の場合（様式その３の３）

　　　　個人の場合（様式その３の２）
○ ○ ○ ②都道府県税
○ ○ ○ ③市町村税

7 使 用 印 鑑 書 △ △ △
8 印 鑑 証 明 書 ○ ○ ○
9 登 記 簿 謄 本 ○ ○ ○ 個人にあっては身分証明書
10 技 術 者 名 簿 ○ ○
11 登 録 証 明 書 ○
12 財 務 諸 表 類 ○ ○
13 測 量 等 実 績 調 書 ○
14 業 態 調 書 ○
15 委 任 状 △ △ △ 委任する場合

16 退職金共済の加入証明書 ○ 建設業退職金共済組合・中小企業退
職金共済又は特定退職金加入証明書

17 営 業 経 歴 書 ○ 実績、会社案内等
※必ず番号順に綴ってください。

【お問い合わせ先】　総務課　財政班　☎０８６６－５４－１３１３
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【お問い合わせ先】　水道課（吉川 4382）上水道班 ☎0866-56-7134

○メーターボックス内の保温！
　メーターボックス内を保温してください。発泡スチロールや保温材、
布などをメーターボックス内へ入れておくと凍結防止になります。
　ただし、布などの保温材が濡れないようにビニール袋などに入れた上
で、メーターボックスの中へ入れてください。

○メーターボックスの管理！
　水道料金算定の基礎となる水道メーターの検針が正確に行えるよう、
メーターボックス内の管理をお願いします。（土・泥・水の排除、汚れの除去、凍結防止、またメーターボックス
の上に物を置いたり、車を駐車されないようお願いします）

水道を凍結から守りましょう
寒い冬将軍到来！水道の凍結にご注意ください！

。

新成人のみなさん おめでとうございます
■20歳になったら国民年金
　20歳を迎えると、さまざまな権利とともに義務も生まれます。国民年金に加入することもそのひとつです。
　日本国内に居住している20歳から60歳までの方は、国民年金の被保険者となります。20歳になれば、厚
生年金や共済組合に加入されている方とその配偶者を除き、国民年金第１号の加入手続きをすることが必要
です。

■国民年金加入手続きとその後の流れ
①「国民年金資格取得届」を提出してください。
　　�年金機構からお送りする「国民年金資格取得届」に必要事項を記入し、役場または年金事務所に提出し
てください。

②「年金手帳」が届きます。
　　保険料納付の確認や、将来年金を受け取る際に必要です。大切に保管してください。
③「国民年金保険料納付書」が届きます。
　　�金融機関、コンビニエンスストアなどで保険料を納めてください。また、口座振替やクレジット納付も
可能です。

■「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例制度」「若年者納付猶予制度」（30歳未満）
などの保険料納付猶予制度があります。
　学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　若年者納付猶予制度
　学生でない30歳未満の方で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金の保険料の納付
が猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額
には反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能になった時に「追納制度」を
ご利用いただければ、将来受け取る年金を増額することができます。

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６

　吉備中央町には、新規就農や定住を希望する県内外の人などから、住まいにつ
いて多くの問い合わせがあります。町では、平成19年6月から空き家バンクを開
設し、町内の空き家の有効活用と定住促進による地域の活性化のため、空き家の
情報収集と利用希望者への空き家の情報提供をしています。当バンクに登録して
空き家を売りたい、貸したい方や当バンクを利用して空き家を買いたい、借りた
いという方は、ぜひ企画課までお問い合わせください。
　申込書等は、ホームページからもダウンロードできます。提出は郵送でも可能
です。（http://www.town.kibichuo.lg.jp/index.php?page_id=291）

①空き家を「売却」「賃貸」したい人を、広報紙やホームページなどで募集します。
②空き家を「売却」「賃貸」したい人は、登録申込書を企画課へ提出してください。
③町は、提出された物件の情報提供の準備をします。
　（物件の状態等によっては登録できない場合があります）
④物件情報をホームページなどで紹介します。
⑤空き家の利用希望者は、利用登録申込書を企画課に提出してください。
⑥町は、所有者と利用希望者へお互いの情報を提供します。
⑦�交渉・契約は、所有者と利用希望者間で行うか宅地建物取引業者に仲介を依頼
してください。

※�町は、情報の紹介や必要な連絡調整等を行いますが、所有者と利用希望者間で行う物件の
売買、賃貸借に関する交渉、契約等に関しての仲介等は一切行うことができません。また、
契約後のトラブルについても当事者間で解決していただくこととなります。

　　　　【お問い合わせ先】　〒716-1192　吉備中央町豊野1-2
　　　　　　　　　　　　　企画課　総合政策班　☎0866-54-1314

空き家
所有者

空き家を
「売りたい人」
「貸したい人」

利用希望者

空き家を
「買いたい人」
「借りたい人」

①空き家の登録募集

③空き家の確認 ⑤空き家の利用申請

⑥利用申込者情報連絡

②空き家登録申請

④空き家情報提供

⑥所有者情報連絡

⑦交渉・契約

空
き
家
バ
ン
ク

吉備中央町空き家バンク制度
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津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎
わ
く
わ
く
趣
味
講
座

　
～
骨
粗
鬆
症
を
予
防
し
よ
う
！

�

ア
ナ
タ
の
骨
密
度
は
？
～

　

■
日
時
／
平
成
25
年
１
月
23
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

　

■
内
容
／�

町
保
健
師
に
よ
る
お
話
＆
た
い

そ
う
、
骨
密
度
測
定

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
申
込
締
切
／
１
月
16
日
㈬

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

あ
な
た
の
街
で
あ
い
ま
し
ょ

う
！
弁
護
士
無
料
相
談
会

■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

公
民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

相　

談

■
日　

時　

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
８
時

　
　
　
　
　
（
相
談
受
付
）

■
実
施
場
所　

�

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
　
　
　
　
　

２
Ｆ　

女
性
・
青
年
活
動
室

■
担
当
者　

岡
山
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

■
相
談
内
容　

法
律
問
題
全
般

■
相
談
時
間　

30
分
以
内

■
相
談
料　

無
料

■
予　

約　

不
要

　

※�

た
だ
し
、
相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
弁
護
士
会

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

29

　

�

☎
０
８
６

－

２
２
３

－

４
４
０
１

税務課からのお知らせ

平成25年度町県民税（平成24年分所得税）
の改正について

　生命保険料控除の改正
１．平成24年１月１日以降に締結した保険契約等［新契約］
　�　平成24年１月１日以降に生命保険会社または損害保険会社と締結した保険契約等に係る
保険料については、これまでの「一般生命保険料控除」と「個人年金保険料控除」のほかに、
「介護医療保険料控除」が創設され、各控除の適用限度額が28,000円になり、合計適用限
度額は70,000円となります。

２．平成23年12月31日以前に締結した保険契約等［旧契約］
　�　平成23年12月31日以前に締結した保険契約等に係る保険料については、従前の生命保険
料控除が適用され、これまでの「一般生命保険料控除」と「個人年金保険料控除」の各控
除の適用限度額が35,000円になり、合計適用限度額は70,000円となります。

３．［新契約］と［旧契約］の両方について保険料控除の適用を受ける場合の控除額
　�　新契約と旧契約の複数契約されている方は「一般生命保険料控除」と「個人年金保険料
控除」各控除について、各控除ごとに、新契約のみの適用、旧契約のみの適用、新契約と
旧契約の両方を適用のいずれかを選択することができ、新契約と旧契約の両方を適用する
場合の各控除の適用限度額が28,000円になり、合計適用限度額は70,000円となります。

平成23年12月31日以前に
締結した保険契約等［旧契約］

平成24年１月１日以降に
締結した保険契約等［新契約］

合計適用限度額　　　70,000円
（100,000円）

合計適用限度額　　　70,000円
（120,000円）

一般生命保険料控除
適用限度額　　35,000円
　　　　　　 　(50,000円）

一般生命保険料控除
適用限度額　　28,000円
　　　　　　 　(40,000円）
新契約と旧契約の両方を適用も同様

個人年金保険料控除
適用限度額　　28,000円
　　　　　　 　(40,000円）
新契約と旧契約の両方を適用も同様

介護医療保険料控除
適用限度額　　28,000円
　　　　　　 　(40,000円）

個人年金保険料控除
適用限度額　　35,000円
　　　　　　 　(50,000円）

　生命保険料控除額の計算

※（　　　）は、所得税での控除額です。

平成23年12月31日以前に締結した
保険契約等［旧契約］

平成24年１月１日以降に締結した
保険契約等［新契約］

年間の支払保険料等 控除額 年間の支払保険料等 控除額

15,000円以下
（25,000円以下）

支払保険料等の金額
（支払保険料等の金額）

12,000円以下
（20,000円以下）

支払保険料等の金額
（支払保険料等の金額）

　15,000円超
40,000円以下　

（25,000円超50,000円以下）

　支払保険料等×1/2
＋7,500円　

（支払保険料等×1/2＋12,500円）

　12,000円超
32,000円以下　

（20,000円超40,000円以下）

　支払保険料等×1/2
＋6,000円　

（支払保険料等×1/2＋10,000円）

　40,000円超
70,000円以下　

（50,000円超100,000円以下）

　支払保険料等×1/4
＋17,500円　

（支払保険料等×1/4＋25,000円）

　32,000円超
56,000円以下　

（40,000円超80,000円以下）

　支払保険料等×1/4
＋14,000円　

（支払保険料等×1/4＋20,000円）

70,000円超
（100,000円超）

35,000円
（50,000円）

56,000円超
（80,000円超）

28,000円
（40,000円）

※（　　　）は、所得税での控除額です。

【お問い合わせ先】　　税務課　課税班　　☎０８６６－５４－１３１５
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養
蜂
振
興
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
25

年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
25
年
に
飼
育
計
画
の
あ
る
場
合

は
養
蜂
業
者
だ
け
で
な
く
、
趣
味
で
蜜
蜂
を

飼
育
し
て
い
る
方
に
も
、
近
隣
住
民
へ
の
危

険
防
止
等
を
図
る
た
め
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の

提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
届
出
の
除
外
規
定
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
届
出
時
期
】　

毎
年
１
月

【�

お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
県
民
局　

農
林
水
産
事
業
部

　

農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
班

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
２
８

�

　

０
８
６

－

２
３
４

－

９
０
６
４

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

蜜
蜂
飼
育
者
の
届
出
制
度
に

つ
い
て

岡
山
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

こ
れ
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
？

　

秘
密
厳
守
、
相
談
料
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

平
成
25
年
２
月
17
日
㈰

開
設
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

会�　
　

場　

岡
山
市
北
区
丸
の
内
２
丁
目
６
番

30
号　

岡
山
県
立
図
書
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

相�

談
内
容　

法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱
う
全

て
の
事
務
に
関
す
る
も
の

　
（�

例
）
土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な
ど

の
登
記
手
続
、土
地
の
境
界
問
題
、遺
言
・

相
続
に
関
す
る
も
の
、
戸
籍
に
関
す
る

も
の
、
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待

等
の
人
権
問
題
に
関
す
る
も
の
な
ど

相�

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
及
び

人
権
擁
護
委
員

お
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課
担
当
井
上
進

　

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
６
５
６
（
内
線

４
１
６
）（
当
日
の
連
絡
先　

０
９
０

－

８
２
４
６

－

４
０
１
０
）

FAX

　

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
・

解
決
に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
明
る
い

職
場
応
援
団
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

竹 や ぶ で お 困 り の 方
～竹林の伐採　おまかせください～

■手入れが行き届かずどうしようとお困りの方　　　■住宅・畑への被害でお困りの方　　　
■私道・農道の支障竹の伐採　　　　　　　　　　　■竹の子収穫の為の管理間引き　等々　

　近年、高齢化・過疎化等により手入れが行き届かない町内の竹やぶを伐採するとともに、環境美化・
竹資源の活用を目的に、農業後継者クラブ「岡山の中心で農を叫ぶ会（おかちゅう会）」で竹の伐採事
業を行っております。ご相談・お見積もりは無料です。お悩みの方がございましたら、お気軽にご相談
ください。

【料金体系】　基本料金　 3,000円（１件当たり）
　　　　　 　100㎡当り　12,000円（条件により加算あり）
　　　　　 　＜例＞　300㎡だと…
　　　　　 　　基本料金3,000円＋12,000円×３＝39,000円
　　　　　　　※�伐採した竹は全て持ち帰りますが、山中もしくは２ｔダンプの通行が困難な場所等、

一部ご相談させていただく場合がございます。
　　　　　　　※別途ご相談の上、根枯剤の散布等も行います。

【連 絡 先】　岡山の中心で農を叫ぶ会　事務局
　　　　　 　担当　森田 充司　まで
　　　　　 　☎０８６６－５５－６６０９　または　０９０－１１５２－７８０４

図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

１月

　１月の休館日

１～４日　 ７日　 14日　 20日　 21日　 28日

＜一般書＞　�
　テレビやコンピュータは私た
ちの生活に欠かせないものです
が、情報を与えられすぎると、
考えたり想像をめぐらせたりす
る脳の機能は衰えていってしま
うそうです。脳を活性化させ、
記憶力アップや認知症の予防に
も効果があるラジオ生活をあな
たも始めてみませんか。
� 　（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�

　歌舞伎の人気演目「弁
べん

天
てん

娘
むすめ

女
め

男
おの

白
しら

浪
なみ

」（白浪五人男）」に登場
する、弁天小僧菊之介のセリフ
にイラストをつけた絵本。11月
に開催された齋藤孝先生の講演
会でも、みんなで声に出して読
みました。菊之介になりきって、
リズムをつけて音読しましょう。
� （かもがわ図書館）

『ラジオは脳にきく』
板倉　徹 /著　東洋経済新報社

『知らざあ言って
� 聞かせやしょう』
齋藤　孝 /編　ほるぷ出版

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
10日（木）午前10時30分～50分　
　　　　　 かもがわ図書館
24日（木）午前10時30分～50分　
　　　　 　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　　毎月第３土曜日
19日（土）午後２時～午後２時50分
　　　 　　かもがわ図書館

《おはなしのへや》

読みたい本

レインボーさんに
よる

見せ語りと、かんたん
な工作です。

＜新着図書紹介＞� 館名の「か」は、かもがわ図書館　「ロ」は、ロマン高原かよう図書館です。

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
木のまつり 新美南吉／新樹社 か 宇宙兄弟１～18 小山宙哉／講談社 か

おいしいおと ふくしまあきえ／福音館書店 か オレとＯ・Ｎ 野村克也／小学館 か

たまねぎちゃん　あららら！ 長野ヒデ子／世界文化社 ロ Mr．都市伝説関暁夫の都市伝説 関暁夫／竹書房 ロ

ふうとはなときじ いわむらかずお／童心社 ロ あなたは人生に感謝ができますか？ 佐々木正美／講談社 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
わくわく数の世界の大冒険 桜井進／日本図書センター か 汚れちまった道 内田康夫／祥伝社 か

黒魔女さんのひなまつり 石橋洋司／講談社 か 女心と秋の空 中谷美紀／幻冬舎 か

大きな運転席図鑑　運転手はきみだ 学研教育出版 ロ ソロモンの偽証　Ⅰ～Ⅲ 宮部みゆき／新潮社 ロ

100％ガールズ　1st season 吉野万理子／講談社 ロ あと少し、もう少し 瀬尾まい子／新潮社 ロ

１月作家 あさのあつこさんが
やってくる！！吉

備
中
央
町
立
図
書
館  

開
館
１
周
年
記
念
行
事

吉備中央
町

立図書館
に

　代表作「バッテリー」シリーズは、映画やＴＶドラマでも大
ヒット！児童書から時代小説まで幅広く執筆され、今も大人気
のあさのあつこさん。作品に込めた思いや裏話、ご自身の体験
談などざっくばらんなトークをお楽しみに！

◆日時：平成25年2月2日（土）午後2時～
◆場所：吉備中央町農業振興センター

詳しくは同封のチラ
シをご覧ください

★あさのあつこプロフィール★ ★あさのあつこ作品★

１９５４年　岡山県美作町湯郷生まれ
青山学院大学を卒業し、小学校臨時
講師を２年務める。子育ても一段落
した37歳の時、初めての本「ほたる
館物語」を執筆。

「バッテリー」「ザ・マンザイ」「お
いち不思議がたり」「ランナー」
「Ｎｏ.６」「火群のごとく」「たま
ゆら」「花宴」「燦」「弥勒の月」な
ど

お
知
ら
せ

ポ�

ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.

no-paw
ahara.m

hlw
.go.jp/

　

岡
山
労
働
局
で
は
、
解
雇
、
雇
止
め
、
配

置
転
換
、
賃
金
の
引
き
下
げ
な
ど
の
労
働
条

件
の
ほ
か
、
募
集
・
採
用
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
つ
い
て
、
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち

ら
か
ら
の
相
談
で
も
、
専
門
の
相
談
員
が
面

談
あ
る
い
は
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
ご
相
談
は

　

岡
山
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
７



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

古
好　

翔
圭
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

こ
よ
し　

し
ょ
う
け
い

翔圭の笑顔に家族みんなが
癒されてるよ

平成24年１月１日生まれ藤
森　

悠
太
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

平成24年１月24日生まれ

男らしく「勇猛精進」せよ！

片
岡　

眞
剛
ち
ゃ
ん
（
竹
部
）

か
た
お
か　
　

し
ん
ご

いつも笑顔をありがとう！
これからも元気いっぱい、大きくなってね！！

平成24年１月19日生まれ 松
田　

新
大
ち
ゃ
ん
（
尾
原
）

ま
つ
だ　

  　

あ
ら
た

心も身体も元気にスクスク
大きくなぁれ！

平成24年１月９日生まれ

難
波　

莉
永
ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

な
ん
ば　
　
　

ら
い
と

平成24年１月15日生まれ

いっぱいあそんで大きくなあれ！

ふ
じ
も
り　
　

ゆ
う
た

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

宮
脇　
和
惠
選
（
投
句
者
105
名
）

「
佳
作
」

　
　
　
本
を
読
み
世
界
中
を
旅
し
た
い�

小
野
あ
か
ね

　
　
　
相
手
の
ね
気
持
ち
を
読
も
う
よ
い
じ
め
る
子�

石
坂
　
紗
希

　
　
　
根
性
で
読
め
な
い
文
字
も
解
読
だ�

平
井
　
倫
貴

　
　
　
日
記
帳
思
い
を
つ
め
る
六
年
間�

三
宅
　
千
尋

　
　
　
絡
ま
っ
た
物
語
の
意
図
読
み
解
こ
う�

常
定
　
千
咲

「
三
光
」

　
人
　
読
書
か
ら
得
る
知
識
こ
そ
一
生
も
の�

早
川
　
直
希

　
地
　
し
ん
と
し
た
そ
の
時
言
わ
れ
る
空
気
読
め�

福
原
　
　
諒

　
天
　
先
を
読
み
防
げ
る
命
あ
る
は
ず
だ�

田
中
　
寧
々

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
31
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
本
を
読
む
心
の
憂
さ
が
解
け
て
ゆ
く�

早
原
登
美
子

　
　
　
悩
め
る
子
の
心
の
声
を
読
ん
で
や
る�

浅
田
　
君
子

　
　
　
手
の
内
を
読
ん
で
読
ま
れ
て
共
白
髪�

難
波
　
良
子

　
　
　
汽
車
の
窓
唇
で
読
む
君
が
好
き�

草
地
　
恒
太

　
　
　
晩
学
を
相
田
み
つ
を
に
悟
さ
れ
る�

中
尾
　
里
恵

「
三
光
」

　
人
　
行
間
に
潜
ん
だ
愛
が
読
み
取
れ
ず�

黒
瀬
　
嘉
子

　
地
　
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
亡
父
の
古
日
記�

宮
脇
　
和
惠

　
天
　
読
み
終
え
た
本
が
私
を
従
え
る�

木
内
　
と
み
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＊１月の課題は「夢」、２月の課題は「伝える」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成24年11月秀句　題「読む」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

朝
ぼ
ら
け
東
の
空
に
真
向
い
て
我
が
誕
生
日
柏
手
を
打
つ�

土
居
　
於
栄

秋
の
風
き
ん
も
く
せ
い
の
香
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
心
の
せ
て
く
る
か
な�

河
田
　
和
子

手
に
あ
ま
る
荒
ら
し
畑
の
草
刈
れ
ば
細
き
小
枝
に
富
有
柿
た
わ
わ�

山
本
　
豊
子

秋
祭
り
終
れ
ば
寒
し
秋
の
野
は
朝
露
深
く
肌
に
し
み
入
る�

土
居
　
照
代

故
里
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
立
ち
寄
れ
り
そ
の
故
里
に
住
ん
で
い
る
の
に�

河
内
　
晶
子

大
祭
の
に
ぎ
は
ひ
消
え
し
總
社
宮
に
い
ち
や
う
の
黄も

み
ぢ葉
が
は
ら
は
ら
と
散
る�

難
波
　
良
子

栃と
ち

の
木
の
今
年
も
続
き
末う

ら

枯が

れ
る
何
年
か
先
に
真
に
枯
れ
る
や�

山
﨑
し
げ
る

ア
メ
リ
カ
か
ら
渡と

来ら
い

し
た
種た

子ね

あ
わ
だ
ち
草
我
が
も
の
顔
に
野
山
い
ろ
ど
る�

国
只
由
紀
子

遅
れ
ば
せ
の
作
業
を
お
も
い
苗
づ
く
り
そ
ら
豆
の
芽
は
み
ど
り
柔や
わ

ら
に�

中
山
　
文
恵

金一封（香典返し）　�
　　　戸川　武彦〈下加茂〉　　　　實藤　　元〈上田西〉

吉備高原新春マラソン大会

●開催日時　　平成25年１月１日（火）
　　　　　　　・受　　付　正午から　　　　 ・開会式　午後１時
　　　　　　　・スタート　午後１時20分　　・閉会式　午後２時30分予定

●開催場所　　吉川公民館

●参 加 費　　３００円（傷害保険料を含みます）

●種　　目　　ファミリーコース（２㎞）、３㎞コース、５㎞コース
　　　　　　　※各コースとも男女別表彰（１位・２位・３位の方に記念品贈呈）

●お申し込み　当日受付　※おたのしみ抽選会および全員に参加賞があります。

【主　　　　　催】　吉備高原新春マラソン大会実行委員会（吉川地域づくりの会）
【お問い合わせ先】　吉川公民館　☎０８６６－５６－７０２０

第31回



フォト
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イベント情報

早春 吉備中央町寄席2013
　落語界のサラブレッド　９代目林家正蔵師匠!!　あったまぐるぐるでおなじみのベテランマジ
　シャン　ナポレオンズ!!　世界で一つのボイスイリュージョン　いっこく堂!! 
　豪華メンバーのバラエティーに富んだステージをお楽しみください！

●日時　平成25年２月23日（土）
●開場　午後１時30分　開演　午後２時
●会場　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール
●チケット料金　全席指定席  S席4,000円（税込）
　　　　　　　　　　　　　  A席3,000円（税込）
●プレイガイド　加茂川総合事務所、吉川支所、
　　　　　　　　ロマン高原かよう総合会館
●主催　吉備中央町

●ご予約・お問い合わせ先　協働推進課　地域振興班
　　　　　　　　　　　　　☎0866－54－1301

★託児所をご用意しています。（要事前予約）
　お電話にてご予約ください。なお、定員になり次第、締切となります。

好評
発売中！！

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
11
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
、
円
城
幼
稚
園
で
の
お
も
ち

つ
き
の
様
子
で
す
。

　

当
日
は
快
晴
の
も
と
、
手
伝
い
に

来
た
円
城
小
学
校
の
６
年
生
の
児
童

や
地
元
の
方
々
と
と
も
に
、
園
児
た

ち
は
交
代
し
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

に
も
ち
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

お
も
ち
つ
き
で
は
、
保
護
者
の
方

が
準
備
さ
れ
た
き
び
を
入
れ
た
珍
し

い
き
び
も
ち
も
作
ら
れ
、
私
も
撮
影

を
行
い
な
が
ら
、
園
児
た
ち
の
声
援

の
中
で
お
も
ち
つ
き
を
久
し
振
り
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
撮
影
以
外

で
も
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

石
井

【
編
集
後
記
】

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報
き
び
ち
ゅ
う

お
う
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
年
末
年
始
は
、
ど
う
し
て
も
お
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
上
手
な
飲
み
方
と
し
て
、
肝
臓
の
働

き
を
助
け
て
く
れ
る
良
質
の
た
ん
ぱ
く

質
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
て

く
れ
る
食
物
繊
維
な
ど
、
豆
腐
や
大
豆

食
品
、
野
菜
、
海
藻
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
選
ぶ
と
よ
い
そ
う
で
す
。
そ
の
他
に

も
、
タ
ウ
リ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
し
じ

み
や
消
化
酵
素
が
含
ま
れ
る
大
根
は
二

日
酔
い
予
防
に
良
い
と
か
。

　
少
し
で
も
、
肝
臓
や
胃
へ
の
負
担
を

減
ら
し
、
適
度
な
量
で
、
健
康
的
に
お

酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

�

難
波

  

お
便
り
な
ど
、

�

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う

お
う
で
は
、
広
報
紙

に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
感
想
、
身
近
な
話

題
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ご
意
見
、情
報
な
ど
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企
画
課
公
聴
広
報

班
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
編
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便
り
な
ど
に
は
、
必
ず
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
、
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
た
め
、

活
動
内
容
や
募
集
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
公
聴
広
報

班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
を
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先

　
〒
７
１
６

－

１
１
９
２（
住
所
不
要
）　
企
画
課 

公
聴
広
報
班

　
☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４ 　
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
７

企
画
課

　

公
聴
広
報
班 

行
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　吉備高原学園高等学校同袍祭
　11月３日、吉備高原学園高等学校で「伝承～吉備の伝統を次世代へ～」をテー
マに同袍祭（文化祭）が開催されました。
　校内の教室や実習室では、クラフトデザインコースや緑化システムコースな
どの各コースによる作品の展示や販売、部活動の紹介などが行われました。
　校舎棟の中庭では、音楽部による演奏や古武道部の演武が披露されるなど、
生徒をはじめ来校した卒業生や保護者は、手作りのイベントを楽しんでいまし
た。

　海援隊トーク＆ライブ2012
　11月18日、ロマン高原かよう総合会
館で、今年デビュー40周年を迎えた海
援隊による記念ライブ「海援隊トーク＆
ライブ2012」が開催されました。
　「スタートライン」を皮切りに「贈る
言葉」「母に捧げるバラード」など全10
曲が披露され、トークでは、武田鉄矢さ
んが絶妙の語り口で“おふくろ”の心温
まるエピソードや、少年時代の面白い話をされ、笑いの絶えないステージとなりました。
　町内外から訪れた約800人の来場者は、２時間に及んだフォークソングや三味線の演奏、爆笑トークなど盛り
だくさんのステージを満喫していました。

　じねんじょの味に舌鼓
　11月18日、第14回じねんじょ祭りが吉備高原都市センター区さんさん広場で開催され、会員が丹精込めて栽
培した約1,000本の自然薯が市価の２割安で販売されました。
　会場内では、とろろめしやとろろうどん、自然薯入り餅なども販売され、自然薯入りのたこ焼きは、長い列が
できるほどの人気ぶりでした。その他にも、吉備高原自然薯研究会で開発した自然薯入りのコロッケやどら焼き、
チーズケーキなどの新商品があり、たくさんの買い物客がさまざまな自然薯の味を堪能しました。


